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於：茨城県行方市高須崎公園沖



荒天時（強風など）のルート

かんたん！申込方法

主 催 者 挨 拶

湖 岸 の 植 生 帯 が 危 機 に あ る
霞ヶ浦の湖岸線の96％は、人工的な護岸堤になったた

め、アシなどの水生植物の植生帯（アシ原）はきわめて
減少しました。離岸堤が植生帯を作るために建設され、
いくつかの場所でアシ原が復活しつつありますが、手入
れがなされないため、植生帯の十分な復活につながって
いません。

アシ原は、産卵場であり、水質浄化の機能を持ち、昆
虫や魚などの水生生物の生息場所となります。アシを刈
り取ることは、アシが吸収した栄養塩を湖から取り除き、
アシ原が陸地になるのを防ぎ、植生を維持します。

しかし現在の生活においては、アシを利用することは
なく、アシを刈り取るためには、新しくアシの需要を作
る必要があります。

人 と 湖 の つ な が り が 少 な く な っ て い る
散歩する人や釣りをする人はみかけますが、水辺で魚

とりに興じる子供たちを見ることはありません。かつて
は、アシ原に産卵に集まるフナを取ったり、砂に隠れて
いるドジョウを取ったりすることが普通に行なわれてい
ました。また観光に訪れる人の数も多いとはいえません。

わたしたちは、この大会を通して、植生帯を復活させ
ながら、アシを使う文化を創出し、広めることを目指し
ています。離岸堤のない自然な渚の復元を長期的には目
指しています。

①メンバーを集めよう！

②QRコードからエントリー！

友達に声をかけて、3名以上のチームを作ろう。3往復するコースだから最大3組
（1人乗りの場合最大3名）交代して漕げるよ！

参加申し込みは から！右のQRコードを読み込んで簡単
にエントリーできるよ。参加費（一般5,000円/人、中学生以下2,000
円/人）はクレジットカード、コンビニ支払、銀行振込が選べます。

③コンディションを整える！
当日は万全のコンディションで挑めるように体調管理に気を付けよう。エント
リー時に記入した代表者のメールアドレスに、実行委員から重要がお知らせがあ
るから見逃さないで！！
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